
数学科学習指導案 （ 数学 A 場合の数と確率 ） 

授業者 五味雅貴 

1. 個人テーマ：数学的に考える力を育成する深い学びの実現 

 

2. 授業構成原理： 

本授業は，コンピテンシーベースの授業を構成すること

を前提として，深い学びを実現することを目指す。西村

(2023)は，授業デザインを３つのレベルに分け，その最上

位であるレベル３を「資質・能力の育成を意図①して，適切

な問題を設定②し，生徒の思考を予想し，それを組み込んで

授業をデザイン③できる」段階としている（図１）。これに

従い，本授業では，授業の目標を明確にした上で授業の構

成を考え①，多様な考えを促す問題を設定し②，生徒の思考や多様な考えを予測し，それに対する教師の働き

かけと学ばせたい内容を明確化した上で計画をする③。 

さらに，認知科学の文脈から深い

学びに関する知見を取り入れる。ソ

ーヤー(2018)は，伝統的な教室実践

と比較して深い学びに必要な６つの

要素を提案している（図２）。本指導

案においては，それらをα（縦断的

つながり，体系的な理解），β（横断

的つながり，統合的な理解），γ（一

般化，推論，意味理解），δ（評価，

練り上げ），ε（協働的，構成的，批

判的思考），ζ（振り返り）とラベリ

ングし，授業構成上の重要な要素（key）として位置付ける。これらの要素が各活動の中でどのように機能す

るかを意識し，深い学びの促進を目指す。 

 

3. 単 元： 準備 集合  第１章 場合の数と確率 （全 32 時間＋演習・考査等） 

 

4. 単元計画： 

・第１節 場合の数 

     １  集合の要素と個数 （□□） 

２  場合の数 （□□）   

     ３  順列 （■□□□） 

     ４  組合せ （□□□□□） 

・第２節 確率 

     ５  事象と確率 （□□□） 

     ６  確率の基本性質 （□□□□） 

     ７  独立な試行と確率 （□□□□） 

     ８  条件付き確率 （□□□□□） 

     ９  期待値 （□□□） 

 

図１ 授業デザインのレベル（西村,2023） 

図２ 深い学習 対 伝統的な教室の実践（ソーヤー, 2018） 

第１章 場合の数と確率（5/32） 



5. 本時計画 

(1) 目 標 ①：身近な場面をもとに，順列において並び順を区別する必要性と，選択肢が段階的に減少する構造を理解する。

また，同じものを繰り返し用いる場合との違いに着目し，条件に応じて場合の数の構造が変化することを理解する。 

(2) 意 図 ①：順列の理解困難性は，「並び順まで考慮するか否かに関する理解困難性」と「選択肢が段階的に減少する構造

に関する理解困難性」に集約されると考える。さらに，日常的な場面との接続においては，「同じものを繰り返し用いる

か否か」という条件の違いが十分に意識されないまま，形式的な計算に終始してしまう傾向も見られる。従来の指導では，

順列を扱った後に重複順列を別トピック的に扱うことが多く，両者の関係性が「異なる計算方法」として分断的に理解さ

れやすいという課題がある。 

そこで本時では，まずリレーの走順決めを導入として扱い，実際に生徒を前に並ばせる身体活動を通して，並び順の違

いが結果の違いとして現れることを実感的に捉えさせるとともに，選択のたびに候補が減少していく構造に気づかせる。

その後，暗証番号のセキュリティ強度を比較する問題を提示し，同一の問題状況の中で，「同じものを繰り返し用いない

場合」と「繰り返し用いる場合」という条件の違いに着目させることで，順列と重複順列を対比的に捉えさせる。これに

より，「同じ“並べる問題”であっても，条件の違いによって場合の数の構造や求め方が変化する」ことを理解させ，数学

的モデルを状況に応じて選択する視点の育成を図る。 

(3) 計 画 ① ：（５／３２時限目） 【数研出版 改訂版 高等学校数学 A  p23～25】 

時間 活動 key 作問の意図・留意点 生徒の思考 ・ 学習事項③ 

15分 

○ 準備問題②，問題②解決 

 

 

（発問・声掛け例） 

・どのようにメンバーを決めれ

ばよいだろうか。 

・走る順番は気にしなくてよい

だろうか。 

・選ばれたメンバーは前に来て

ください。 

・たくさん候補が出ましたが，

何通り作れますか？ 

・どのように計算すれば，すべ

ての場合を数えられるだろうか 

・並び順が異なれば，別の場合

として数えるだろうか。 

α 
γ 
δ 
ε 

・先日行った体育

祭のメンバー決め

の経験を踏まえた

身近な文脈で導入

する。 

・身体活動を伴わ

せることで，並び

順の違いを視覚的

かつ具体的に捉え

させる。 

・同一人物を複数

回選ばない状況に

より，「選ぶたびに

候補が減少する構

造」に自然に気づ

かせる。 

○ 生徒の思考の予想③ 

・50m 走の記録をもとにメンバーを選ぼうとする。 

・当初は順序を強く意識しない。 

・勝つためには順序まで重要であることに気づく。 

・樹形図や積の法則で数えようとする。 

 

○ 気づかせたいこと・考えさせたいこと③ 

・並び順が変わると別の場合であると理解する。 

・何走者目から決めてもいいが，１人目が 25 通り，２人

目が 24 通り，・・・となり，選択のたびに候補が減少する

構造として捉える。 

・積の法則により順列の総数を求める方法を見出す。 

 

○（余裕があれば）深めたいこと③ 

・男女混合リレー（男子 2 人・女子２人）であればどうい

う計算で求められるか。 

10分 

○ 主問題②，問題②解決 

 

 

 

 

（発問・声掛け例） 

・直感ではどちらが安全だと思

うか。 

・何通りあるかを求めれば比較

できるのではないか。 

α 
β 
γ 
δ 
ε 

・順列の計算が必

要となる規模の問

題設定とする。 

・初めは順列とし

て扱い，その後に

条件を変化させ

る。 

・同一問題内で条

件を変えること

で，順列と重複順

○ 生徒の思考の予想③ 

・直感的には文字数の多い方が有利と考える。 

・順列の考え方（26P4，10P6）を用いて比較する。 

・「同じものを繰り返してよいか」という条件に着目する。 

・繰り返し不可の場合は選択肢が減少する構造になると

理解する。 

・繰り返し可の場合は選択肢が減少しないことに気づく。 

○ 気づかせたいこと・考えさせたいこと③ 

・条件の違いにより，順列と重複順列という異なる考え方

になることを理解する。 

1 年〇組で，勝てる 4 人組の
リレーチームを構成しよう。 

アルファベット（Ａ～Ｚ）か
ら 4 文字選んで作るパスワー
ドと，数字（０～９）から 6 文
字選んで作るパスワードでは
どちらがセキュリティ強度が
高いだろうか。 



・先ほどの考え方は使えるだろ

うか。 

・「同じ文字を使えない場合」と

「何度も使える場合」で結果は

どう変わるだろうか。 

列を対比的に捉え

させる。 

・数学を現実の判

断に活用する視点

を持たせる。 

・順列の総数を求める方法と，重複順列の総数を求める方

法を一般化する。 

・数学的結果をもとに現実的判断へ結びつける。 

10分 

○ 一般化，公式化 

 

 

 

γ 
ε 

・活動で得た考え

方を形式化する。 

・「公式提示」では

なく「構造の一般

化」として扱う。 

○ 気づかせたいこと・考えさせたいこと③ 

・用語の理解 

順列，階乗，重複順列 

・活動で用いた考え方をもとに，順列の構造と公式を一般

化して理解する。 

・階乗の意味を理解する。 

・重複順列の意味と公式を理解する。 

・𝑛P𝑟 =
𝑛!

(𝑛−𝑟)!
  を具体的な場合の式から一般化する。 

・「(4)の等式を保つために，𝑛P0=1 , 0! = 1 と定義する」

という数学的に重要な考え方を経験する。 

10分 

○ 問題演習 

p24 練習 13 14 

p25 練習 15 
 

ε 
ζ 

・理解の定着を図

る。 

 

○ 深めたいこと③ 

・問題の条件から，順列か重複順列かを判断する。 

・計算だけでなく理由を説明できるようにする。 

5分 

○ まとめと振り返り 
ζ 
α 

 ○ 狙っていること③ 

・自身の理解と学習過程を振り返る。 

・さらなる学びへの意識付けをする。 
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(1) 
𝑛 個の異なるものから 𝑟 個取
る順列の総数 nPr は， 
𝑛P𝑟=𝑛(𝑛 − 1)(𝑛 − 2)・・・ 
(2) 
𝑛 個の異なるものから 𝑛 個取
る順列の総数𝑛P𝑛は𝑛! と表し 
𝑛! = 𝑛(𝑛 − 1)・・・3・2・1 
(3) 
𝑛 個のものから 𝑟 個とる重複
順列の総数は 𝑛𝑟 
(4) 

𝑛P𝑟 =
𝑛!

(𝑛−𝑟)!
 であること 


